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【「妖怪」は、街のドレッシング】 
JCCA 関連の仕事でラッキーに

も、境港へ行くことができました。 
一度行ってみたかった「ゲゲゲ

の鬼太郎 ロード（水木しげるロ

ード）」を夜、そして、次の日の朝

見てきました。 
以前、高知へ行った時に、「アン

パンマン列車」に乗り、孫ちゃん

のためにお土産をどっさり買った

記憶はありますが、今度は、街づ

くりという視点で見てやろうとま

じめに思って見学してきました？。 
結論から言うと、このような街

づくりもありかなという印象です。 
「水木しげるロード」といって

も、一見、どこにでもある閑散と

した地方都市の商店街のようなつ

くりのなかに、妖怪のブロンズが

置いてあるということなのですが、

延長 800ｍの通りの区間に、139
体のブロンズ像が、ぎっしりと配

置されているということと、どの

店も「鬼太郎」一色になっている

ということで、ともかく不思議に

盛り上がっていました。特に、街

のデザインの視点で見ると、なん

てことないのですが。商業ベース

を見込んだ急ごしらえしたプレハ

ブの土産屋店舗もあるのはありま

すが、ほとんどは、昔からあった

であろう電気屋、呉服屋、雑貨屋、

酒屋などの木造の傾いた木造家屋

が、「鬼太郎！！！」と叫ぶような

ファザードで造りこまれているの

です。まあ、その手造り風の商業

主義に陥っていないのがいいなあ

と感じたのが第一印象です。とも

かく、夕方 6 時になると、ほとん
ど店が閉まり、本当に妖怪の街に

なってしまうのです（晩飯に入っ

た食堂の親父も「ここは妖怪の街

だから夜は出歩かない」といって

た。が、その後、「鬼太郎以外に何

もない寂しい街ですから」とも） 
確かに「鬼太郎」を利用し、テ

ーマパークっぽくすることで、商

業ベース的に儲かる空間とするこ

とは可能なのかもしれませんが、

街の人は、基本的に今までと同じ

生活スタイルを続けているような

のです。それが、いい雰囲気を感

じた要因かもしれません。また、

おしゃれな街づくりとして、舗装

などにまだ手が入っていないとい

うことがあるのかもしれません

（ちなみに、街路灯は、「目玉の親

父」がデザインになってましたが）。 
街づくりのプロ（私たち？）が

統一的にデザインをしたものでな

く、「鬼太郎」というモチーフ？で、

住民が勝手に作りこんでいる、そ

んな計画性のない計画により、な

んてことのない寂れた港町を元気

にしているのだと思われます。 
これは何だろうと考えて思いつ

いたのが、サラダにかけるドレッ

シングのようなものかと思った次

第。サラダも、ドレッシングなけ

れば単なる葉っぱの、いや失礼、

生野菜の寄せ集めですが、そこに

ドレッシングかけられると、おい

しい料理？に変身する。 
境港の街を歩いていて、何でも

ない境港という町に、「鬼太郎」と

いうドレッシングをかけたおかげ

で、楽しい街に変身した。そんな

感じです。 
ちなみに、これらのキャラの街

をまねて、どこかに巨大な鉄人 28

号をぶっ立てたというニュースを

みましたが、それとは違うような

気がします。「アンパンマン」も「鬼

太郎」も確かにキャラものではあ

りますが、童話の世界であったり、

民話の世界であったりと、日本人

の心の奥底に存在するイメージを

街づくりに活かしているのであり、

懐古的なキャラもので売り出そう

という根性とはだいぶ違う。 
さて、このキャラもの街づくり

をどう解釈するか。あくまでも商

業ベースにとらわれすぎた場合は、

恐らくこの風景デザインという視

点からは評価外のものになり下が

ってしまうと思いますが、あくま

で、地域の人々の愛着であり、な

にか誇りのようなものを感じて、

その結果、街の姿に反映されてき

ているのであれば、それは、デズ

ニフィケーション的な空間の造り

込みとは異なり、トーンの薄い町

をカラフルにしたようなもので、

またそれが、「妖怪」という人間の

深層に引っかかる存在が、ブロン

ズという形で具現化しているので

あるから、寺社町のような意味で

キャラ町として町が息づいている

のではと。くれぐれも、商業ベー

ス化して、いやらしい雰囲気を持

ち込まないようにしてもらえれば

なあと思いながら、境港の街をぷ

らぷらしてきました【続く】 
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風景デザインレター from 九州(第30号) 
今月、「生物多様性」をテーマに JCCAで講習会を企画し、その講師に元土研

の主任研究員で、今、鳥取大学の教授になっている日置先生と打ち合わせするこ
とになり、鳥取へ行ってまいりました。ついでに、ちょっと足を延ばして、「ゲゲゲの
鬼太郎」で有名になった境港を見学？に、・・・・・。 

境港の印象をもって、宮田登の「妖怪の民俗学」を読みながら 

 


